
令和 3年度の事業報告書 

令和 3年 4月１日から令和 4年 3月 31 日まで 

特定非営利活動法人岩手未来機構 

１ 事業の成果 

コロナ禍の影響を受けながらも、3 つの展覧会を開催し、徐々に事業の回復が見られる年となった。 

・地域文化を活かした地域間交流事業では、「バンド・デシネとマンガ展 in岩手」の開催により、カナダ・ケベック

州との交流事業がスタートした。また、3年目となった若手マンガ家育成事は、県内企業とのコラボレーション

が好評を得たほか、盛岡市交通政策課とのマンガ小冊子による協働事業にも大きな反響があった。 

・本物の美術・芸術を被災地に浸透させる事業では、盛岡観光コンベンション協会との共催による企画展「幾何

学が拓く新しい折紙の世界展」を開催。同館の過去最高の来場者数となり、大きな評価を得た。 

正法寺での写真展では、シチュエーションを生かした展示に、映像と文学の要素も加えるなどの工夫も行って

いる。 

・被災住民へのカウンセリング事業では、昨年に引き続き、盛岡市の声の広報ボランティアを行った。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

 （１）特定非営利活動に係る事業 

事業名 

（定款に記載した

事業） 

具体的な事業内容 時期）当該事業の実施日時 

場所）当該事業実施場所 

従事者数）従事者の人数 

対象）受益対象者

の範囲 

参加者数）人数 

収支計算書の

事業費の金額

（単位：千円） 

 

地域文化を活か

した地域間交流

事業 

岩手県 NPO 等によ

る復興支援事業 

「バンド・デシネと 

マンガ展を基軸と

した多様なマンガ

文化の紹介と若手

育成事業」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カナダ、ケベック州政府在日事務所との

共催による、国際交流を目的とした展示

『バンド・デシネとマンガ展 in 岩手』を 

開催した 

時期） R4 年 1 月 28 日～2 月 6 日 

場所） マリオス 4F 盛岡市民文化

ホール 展示ホール 

従事者数）のべ 30 人 

対象）地域住民及

び来県者 

来場者数）321 名 

 

 

 

1,362 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『バンド・デシネとマンガ展 in 岩手』と

連動し、県内企業の協力を得て若手

クリエイターを育成するための「キャラ

クターパッケージ制作講座」を開催し

た 

（全 3 回） 講師：MATSUDA98 

時期） R3 年 8 月 １0 月 11 月 

場所） 盛岡市内 

従事者数）のべ 9 人 

対象）マンガ文化

を担う若者 

参加者数）のべ27

名 



 

盛岡市市民協働推

進事業 

「JR 山田線 PR マ

ンガ制作事業」 

 

盛岡市交通政策課との協働により、JR

山田線の利用促進を目的とした小冊

子「みんな知ってる？魅力がいっぱい

山田線」の制作を行った。 

小冊子は盛岡市の HP でも公開されて

いる。 

時期）R3 年 7 月～R４年 3 月 

配布個所）盛岡市内 55 ヶ所 

発行部数）3,000 部 

ほか盛岡市 HP に掲載された 

従事者数）のべ 20 名 

対象）盛岡市民等 

参加者数） 

約 3,500 名 

 

 

557 

 

いわてマガジン 

事業 

いわてマガジン 7 号を発刊したほか、 

マンガにかかわる事業として、他県での 

マンガ小冊子制作の編集委託などを行

った。 

時期）R3 年 6 月 10 日 

場所）当法人事務所 

従事人数）のべ 12 名 

 時期）R3 年 6 月 10 日 

場所）インターネット上 

従事人数）のべ 12 名 

対象）マンガ文化

を担う若者 

参加者数） 

約 300 名 

 

1,180 

第 2 回 

妖怪茶会 
9月21日～24日に開催を予定していた

が、コロナ感染症拡大のため延期後、

中止とした 

 

 

30 

 

美術・芸術の 

振興事業 

 

 

啄木賢治青春館 

第 91 回企画展 

「幾何学が拓く新

しい折紙の世界展」 

 

 

 
 

筑波大学・三谷純教授の立体折紙作品

1500 点の展示や制作風景の上映を企

画開催した。 

時期）R3年 7月 22日～10月 10日 

但し 8 月 24 日～9 月 17 日は、 

岩手県緊急事態宣言のため 

休館 

場所）もりおか啄木賢治青春館 

従事者数）30 人 

対象）地域住民及

び来県者 

参加者数） 

2,981 名 

 

365 

 



 

Evarett Kenedy 

Brown 

柴田祥 写真展 

「静で識る生。動で

視る堂。」 

  

京都市在住のアメリカ人写真家 

エバレット‣ケネディ・ブラウン氏

と、津軽の風景を撮り続ける柴田祥

氏の写真の展示に、作家・黒木ある

じの文学を添えた展示を行った。 

時期）R3 年 10 月 16 日～11 月 6 日 

場所）正法寺（奥州市黒石） 

従事者数）30 人 

対象）地域住民及

び来県者 

参加者数）895 名 

 

688 

 

 

Tomb 3.11 プロジェ

クト 

東日本大震災犠牲者の追悼のため、

福島県南相馬市下渋佐地区霊園にア

ート作品を展示した。 

時期）R3 年 4 月～R4 年 3 月 

場所）南相馬市 下渋佐地区霊園 

従事者数）のべ 12 人 

対象）地域住民及

び来県者 

参加者数）100 名 

   77 

 

 

地域住民のカウ

ンセリング事業 

 

 

 

リスタート講座 
エンカレッジコーチ 久坂正典氏

の講座をリモート開催した。 

時期）R3 年 4 月～R4 年 3 月 

場所）リモート開催 

従事者数）のべ 12 人 

対象）一般 

参加者数）のべ 

24 名 

   0  

 

盛岡市「声の広報」 

収録・発送ボランテ

ィア 

盛岡市内の視覚障がい者の方々に向

け、音声による盛岡市広報を配布し

た。 

時期）R3 年 4 月～3 月の月 1 回 

場所）三田ハウス(当法人事務所) 

従事者数）のべ 12 人 

対象）盛岡市内在

住の視覚障がい

を持つ市民 

参加者数）のべ

360 名 

55 

 

三田ハウス事業 

ギャラリー 

時期）通年 

従事者数）のべ 12 名 

レンタルルーム 

時期）通年 

従事者数）のべ 12 名 

カルチャー講座、イベント事業 

時期）通年 

従事者数）のべ 12 名 

 

対象）盛岡市民等 

参加者数） 50 名 

15 

 

 



盛岡市長田町６番地１６号

令和３年度　決　算　報　告　書

特定非営利活動法人岩手未来機構

第 11期

自 2021年 4月 1日

至 2022年 3月31日



【経常収益】
  【受取会費】
    正会員受取会費 15,000 
  【受取寄付金】
    受取寄付金 2,283,421 
  【受取助成金等】
    受取助成金 400,000 
    受取負担金 300,000 
    受取補助金 1,343,000 2,043,000 
  【事業収益】
    事業　収益 1,475,452 
  【その他収益】
    受取　利息 5 
    雑　収　益 265,340 265,345 
        経常収益  計 6,082,218 
【経常費用】
  【事業費】
    （人件費）
      アルバイト賃金(事) 122,010 
        人件費計 122,010 
    （その他経費）
      行事費用 20,000 
      業務委託費 1,070,007 
      諸　謝　金 301,979 
      印刷製本費(事業) 524,277 
      旅費交通費(事業) 186,659 
      通信運搬費(事業) 60,920 
      消耗品　費(事業) 86,571 
      賃  借  料(事業) 270,040 
      支払手数料(事業) 19,280 
      外　注　費 1,782,585 
      雑　　　費(事業) 6,847 
        その他経費計 4,329,165 
          事業費  計 4,451,175 
  【管理費】
    （人件費）
        人件費計 0 
    （その他経費）
      通信運搬費 103,266 
      水道光熱費 75,567 
      地代　家賃 1,386,000 
      賃　借　料 105,600 
      新聞図書費 46,120 
      諸　会　費 12,000 
      業務委託費 70,000 
      支払手数料 220 
        その他経費計 1,798,773 
          管理費  計 1,798,773 
            経常費用  計 6,249,948 
              当期経常増減額 △ 167,730 
【経常外収益】
    経常外収益  計 0 
【経常外費用】
    経常外費用  計 0 
        税引前当期正味財産増減額 △ 167,730 
        法人税、住民税及び事業税 72,000 

令和3年度　活　動　計　算　書
[税込]（単位：円）

自 令和3年 4月 1日  至 令和4年 3月31日特定非営利活動法人岩手未来機構



令和3年度　活　動　計　算　書
[税込]（単位：円）

自 令和3年 4月 1日  至 令和4年 3月31日特定非営利活動法人岩手未来機構
          当期正味財産増減額 △ 239,730 
          前期繰越正味財産額 △ 309,456 

          次期繰越正味財産額 △ 549,186 

【活動計算書の注記】
　
　当該年度はその他の事業を実施していません



  【流動資産】
    （現金・預金）
      現　　　金 14,729 
      普通　預金 462,224 
        現金・預金 計 476,953 
    （売上債権）
      未　収　金 230,000 
        売上債権 計 230,000 
          流動資産合計 706,953 

            資産の部  合計 706,953 

  【流動負債】
    短期借入金 1,256,139 
      流動負債  計 1,256,139 
        負債の部  合計 1,256,139 

  【正味財産】
    前期繰越正味財産額 △ 309,456 
    当期正味財産増減額 △ 239,730 
      正味財産　計 △ 549,186 
        正味財産の部  合計 △ 549,186 

          負債・正味財産合計 706,953 

《資産の部》

《負債の部》

《正味財産の部》

特定非営利活動法人岩手未来機構
令和3年度　貸　借　対　照　表

[税込]（単位：円）

令和4年 3月31日 現在全事業所



【重要な会計方針】
　財務諸表の作成は、ＮＰＯ法人会計基準（2010年７月20日　2017年12月12日最終改正　ＮＰＯ法人
会計基準協議会）によっています。

【借入金の増減内訳】
[税込]（単位：円）

科目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高
短期借入金 1,657,063 0 400,924 1,256,139

合計 1,657,063 0 400,924 1,256,139

【役員及びその近親者との取引の内容】
　役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

[税込]（単位：円）

科目 財務諸表に計上された金額 内、役員との取引 内、近親者及び支配法人等との取引

（活動計算書） 0 0 0

活動計算書計 0 0 0

令和3年度　財務諸表の注記
令和4年 3月31日 現在特定非営利活動法人岩手未来機構



  【流動資産】
    （現金・預金）
      現　　　金 14,729 
        現　　　金 (14,729)
      普通　預金 462,224 
        ゆうちょ銀行八三八 (61,272)
        岩手銀行本店 (18,768)
        ゆうちょ銀行〇三八 (135,891)
        みずほ銀行 浦和支店 (234,158)
        東北銀行本店 (3,670)
        みずほ銀行 盛岡支店 (7,505)
        盛信本店 (960)
        現金・預金 計 476,953 
    （売上債権）
      未　収　金 230,000 
        売上債権 計 230,000 
          流動資産合計 706,953 
            資産の部  合計 706,953 

  【流動負債】
    短期借入金 1,256,139 
      流動負債  計 1,256,139 
        負債の部  合計 1,256,139 

        正味財産 △ 549,186 

《資産の部》

《負債の部》

特定非営利活動法人岩手未来機構
令和3年度　財　産　目　録

[税込]（単位：円）

令和4年 3月31日 現在全事業所


